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健康増進課（保健センター）２月の予定
日 曜日　　　　　　事　業　名　   　　　　　　 受付時間
1

4

6

10
13
20
24
26

日

水

金

火
金
金
火
木

婦人科がん検診（午前受付）
※３日も実施
婦人科がん検診（午後受付）
※14日、18日、19日も実施
献血

１歳６か月児健診
２歳児歯科検診
乳児健診
３歳児健診
健診結果説明会（ゆうゆう館）

 9 :00～ 9 :45

12:30～13:15

 9 :30～11:45
13:00～16:00
13:00～13:30
13:00～13:30
13:00～13:30
13:00～13:30
13:00～13:30

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
！

　

感
染
性
胃
腸
炎
が
流
行
す
る
シ
ー
ズ
ン
真

只
中
で
す
。

　

感
染
性
胃
腸
炎
の
集
団
発
生
例
の
多
く
は

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
知

り
、
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

〈
感
染
経
路
〉

　

食
品
（
汚
染
さ
れ
た
生
ガ
キ
な
ど
）
を
介

し
て
感
染
す
る
場
合
（
食
中
毒
）
や
、
感
染

者
の
下
痢
便
や
嘔
吐
物
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル

ス
に
よ
っ
て
「
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
」
へ
感
染
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
症
状
〉

　

吐
き
気
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
、
発
熱

（
38
度
程
度
）
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

　

症
状
が
消
え
た
後
も
、
ウ
イ
ル
ス
の
種
類

に
よ
っ
て
は
、
約
１
か
月
間
便
中
に
排
出
さ

れ
ま
す
。

〈
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・
ト
イ
レ
の
後
や
調
理
前
、
食
事
前
は
流
水

と
石
け
ん
で
十
分
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。

・
カ
キ
な
ど
の
２
枚
貝
を
加
熱
す
る
場
合

は
、
十
分
加
熱
調
理
し
ま
し
ょ
う
。

・
床
に
飛
び
散
っ
た
嘔
吐
物
や
排
せ
つ
物
を

処
理
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
や
手
袋
、
エ

プ
ロ
ン
を
着
用
し
直
接
触
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

等
で
静
か
に
拭
き
取
り
、
そ
の
後
に
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素
濃
度
約
０
・

02
％
）
で
浸
す
よ
う
に
床
を
拭
き
取
り
、

水
拭
き
を
し
ま
す
。
作
業
後
は
十
分
に
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

◎
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
か
か
り
や
す
く
、
重

症
化
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
症
状
が
現

れ
た
時
に
は
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
は
事
前
に
症
状
を
医

療
機
関
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。 健康増進課

（保健センター）
　札
240-7134

No.263
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回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

《
短
歌
》

《
俳
句
》

解回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回塊

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

解回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回塊 解

　

全
国
的
に
被
害
が
絶
え
な
い
悪
質
商
法
。
被
害
に
あ
っ
て
い
る
の
は
高
齢
者
が
多
い
よ

う
で
す
が
、
実
は
若
い
人
た
ち
に
も
悪
質
商
法
の
罠
は
常
に
身
近
に
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

　

と
て
も
便
利
で
手
軽
で
す
が
、
「
偽
物
が
届
い
た
」「
代
金
を
払
っ
た
の
に
商
品
が
届

か
な
い
」
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

 

◎
注
意
ポ
イ
ン
ト
！

・
所
在
地
や
連
絡
先
・
運
営
者
氏
名
な
ど
、
正
確
な
運
営
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

・
正
規
販
売
店
の
販
売
価
格
よ
り
も
大
幅
に
安
く
販
売
さ
れ
て
い
る
場
合
。

・
商
品
説
明
や
配
送
方
法
な
ど
サ
イ
ト
内
の
日
本
語
の
表
現
が
不
自
然
で
あ
る
。

・
支
払
方
法
が
銀
行
振
込
の
み
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
な
い
。
ま
た
、
運

　

営
者
氏
名
と
口
座
名
義
人
が
違
う
、
個
人
名
の
口
座
で
あ
る　

な
ど
。

　
☆
架
空
請
求
・
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

　

突
然
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
有
料
サ
イ
ト
の
料
金
が
未

納
な
ど
と
、
心
当
た
り
の
な
い
請
求
の
メ
ー
ル
が
届
く
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
無
料
の
動
画
サ
イ
ト
等
に
ア
ク
セ
ス
し
、
「
18
歳
以
上
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
に
登
録
完
了
と
表
示
さ
れ
、
高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る
な
ど
。

 

◎
注
意
ポ
イ
ン
ト
！

・
心
当
た
り
の
な
い
請
求
は
、
支
払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
事
業
者
の
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
て
も
絶
対
に
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
す
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
と
て
も
身
近
で
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
が
、
悪
質
業
者
は
、
様
々

な
手
口
で
狙
っ
て
き
ま
す
。
利
用
す
る
側
も
安
易
に
考
え
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
時
や
心
配
な
時
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
茨
城
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
（
２
９
１
）
１
６
９
０

（
評
）
中
島
さ
ん―

日
の
当
た
る
廊
下
で
、
日
向
ぼ
っ

こ
を
し
て
い
る
母
親
。
こ
の
家
は
、
ま
わ
り
に
廊
下
が

つ
い
て
い
る
古
い
民
家
だ
ろ
う
。
そ
の
廊
下
の
一
か
所

が
母
の
指
定
席
に
な
っ
て
い
る
。
う
ま
く
表
現
し
た
も

の
だ
。
上
田
さ
ん―

無
縁
墓
地
は
、
だ
い
た
い
小
高
い

丘
の
よ
う
な
所
に
あ
る
。
立
ち
並
ぶ
墓
石
は
、
過
ぎ

ゆ
く
年
を
惜
し
ん
で
立
ち
並
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
墓
地
の
情
景
が
よ
く
出
て
い
る
。
清
水
さ
ん―

正
月
は
、
言
葉
で
簡
単
に
言
い
表
せ
な
い
雰
囲
気
が

あ
る
。
そ
ん
な
静
か
な
大
気
の
中
を
鴎
が
飛
び
交
っ
て

い
る
。め
で
た
い
お
正
月
の
景
。萩
谷
さ
ん―

寂（
さ
び
）

は
、
芭
蕉
俳
諧
の
根
本
精
神
と
さ
れ
る
。

（
評
）
田
口
さ
ん―

新
年
を
迎
え
、
孫
に
誘
わ
れ
て
の

書
き
初
め
。
共
に
打
ち
込
み
合
う
気
持
ち
が
自
然
に

通
じ
合
い
〈
仲
間
意
識
〉
と
表
現
さ
れ
た
ま
た
と
な

い
雰
囲
気
が
受
け
取
れ
る
。浦
井
さ
ん―

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
の
鳴
き
声
が
、
空
気
の
澄
み
渡
っ
た
冬
の
千
波
湖
の

水
面
を
流
れ
響
い
て
く
る
。
中
島
さ
ん―

火
山
の
噴

火
・
地
震
・
台
風
等
々
防
ぎ
よ
う
も
な
い
自
然
災
害

の
多
か
っ
た
昨
年
、
作
者
の
思
い
は
誰
も
の
願
い
で
す
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
新
年
に
当
り
、
皆
さ
ま
の
御
多

祥
・
御
多
詠
を
祈
念
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

○
日
向
ぼ
こ
廊
下
は
母
の
指
定
席

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙
年
惜
し
む
無
縁
墳
墓
の
立
ち
並
び

上
田　
　

昭（
長　

岡
）

煙
初
春
を
祝
う
か
の
ご
と
飛
ぶ
鴎

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　

霜
月
の
小
雨
降
る
日
は
寂
さ
そ
う

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

古
希
迎
え
希
望
の
年
と
大
書
せ
り

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

ト
タ
ン
板
錆
果
て
子
等
の
見
え
ぬ
街

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　

備
忘
す
る
動
か
ぬ
筆
に
寒
き
老
い

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

ふ
る
さ
と
の
干
し
た
芋
が
ら
届
き
け
り

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

柚
子
風
呂
に
ポ
ッ
カ
リ
疲
れ
癒
し
け
り

高
田　

宗
雄（
大　

戸
）

　

わ
け
も
な
く
心
清
し
き
年
始
め

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

○
書
き
初
め
を
孫
に
誘
わ
れ
始
め
れ
ば

仲
間
意
識
の
芽
生
え
る
不
思
議

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

煙
コ
オ
ー
コ
オ
ー
と
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の

鳴
く
声
が
千
波
湖
畔
の
水
面
に
響
く

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

煙
今
年
こ
そ
災
害
の
な
い
平
穏
な
笑
顔

に
な
れ
る
賀
状
に
対
う

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

文
明
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
我
々
に
放

射
能
と
う
見
え
な
い
恐
怖

河
野　

久
子（
昭　

和
）

　

初
春
の
冷
え
び
え
静
か
に
朝
ど
こ
ろ

雀
の
鳴
き
声
遠
く
へ
響
く

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

国
政
の
流
れ
如
何
な
る
投
票
の
審
判

下
る
や
明
日
の
待
た
る

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

一
年
の
う
っ
ぷ
ん
一
気
に
吹
き
と
ば

す
Ｓ
Ｌ
の
声
天
に
轟
く

高
田　

宗
雄（
大　

戸
）

　

竹
林
が
波
打
ち
際
に
似
た
音
の
し
な

や
か
な
枝
大
団
扇
な
り

大
塚　

邦
男（
長　

岡
）

　

田
一
面
銀
の
砂
漠
に
霧
立
ち
ぬ
霜
柱

踏
み
新
聞
配
る田

口　

正
子（
南
川
又
）

　

裏
山
に
猫
の
家
族
の
生
息
し
三
匹
の

子
を
日
ご
と
見
る
親

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所
氏
名

明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２ 

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
０
）
７
１
２
６


